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 2006 年４月、千葉大学言語教育センターが新たに発足した。1994 年に外国語センター
が設置されて以来 2 度の改組を経て今日に至るが、一貫して千葉大学における外国語教育
の司令塔としてその役割を果たしてきた。そのなかで、「外国語シンポジウム」はセンター
がその時々で外国語教育における重要課題と認識した問題点を、全学の教員、非常勤講師、
学生、時には一般市民をも交えて熱く討論する集いとして開かれてきた。2006 年 12 月 16
日に開催されたシンポジウムはその第４回目にあたる。「千葉大生の国際人化プロジェク
ト」の一貫として、学長裁量経費を得て実現した。シンポジウムのテーマを「外国語教育：
授業改善へのヒント」とし、これまでにも増して Faculty Development（ＦＤ）を前面に
強く打ち出した。なぜなら、急速に進展するグローバル化社会にあって、学習者のレベル、
興味、学習観があまりにも多様化したために、外国語教育の重要性がかくも声高に唱えら
れながら、指導者の技が学習者のそれらに対応しきれなくなってきているからである。学
習者中心、自律学習、協調作業、教えない指導、といった新世代の教育方法を象徴するキ
ーワードが飛び交っているが、いざその実践となると、教授者中心で知識伝授型の教育を
受けてきた指導者たちの頭の切り替えは必ずしも容易ではない。そこで本シンポジウムで
は、「基調講演」、「授業研究」、「指導法研究」、「授業法改善のための意見交換会」の 4 部
構成で、これらの諸問題の解決に向けて指導者研修を行うことにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 はじめに古在豊樹学長が挨拶され、嶋津格言語教育センター長が開会の辞を述べた。続
いて行われた文部科学省の太田光春教科調査官による「基調講演」では、「外国語教育 ―
理想と現実の狭間で」と題して、今求められている英語の指導方法と高校の英語教育のそ
れとに大きな乖離がある現状が報告された。高校では依然として大学受験を主目的にした
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文法訳読式の読解偏重の指導が中心であること、学習者中心のコミュニカティブな活動が
少なく、英語教師が授業中に発する音声英語のインプット量が絶対的に少ないなどの現状
が紹介された。高校卒業時の英語力をいかに実社会の求めるそれに近づけるかが大学にお
ける英語教育の課題であるとしたら、学習者の自律性重視、英語による多量のインプット
（聞かせる・読ませる）とアウトプット（書かせる・話させる）の増大を図る指導法の研
修と環境整備（良質な教材、教室や IT 機器の整備）が急務であると確信した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「授業研究」では、三浦幸子氏（千葉大学・英語非常勤講師）が「理学部 1 年生の“Science 
Interpreter Project”」と題し、学生６名の参加を得て授業の一部を再現した。専門分野の
内容を英語で調査しわかりやすく説明する力、それを聞いて理解し書きとめる力、質問す
る力、解説する力、最後にレポートにまとめる力を求めるこの授業では、プロジェクト達
成のプロセスで、学生自らが４技能を駆使せざるをえないように仕組まれている。必ずし
も英語力が高い学生ばかりではないなかで、指導者の適切な助言のもとに学生同士が生き
生きと切磋琢磨し合って主体的に学びの共同体を作り上げ、ビデオ視聴を通して振り返り
を行う一連の授業展開は今求められている指導法を具現化した大変示唆に富むものであっ
た。学生たちが披露してくれた英語力はその指導の成果を物語る高いレベルであったこと
を申し添えたい。 
 「指導法研究 1」（ワークショップ 1）では、“Overview TOEIC Speaking and Writing 
Test”と題して、Oxford University Press ELT Consultant （オックスフォード大学出版
の英語教育コンサルタント）である Grant Trew 氏が新方式の TOEIC（Test of English for 
International Communication）について、実例を交えながら、会場の参加者を巻き込む
かたちで解説した。実際のコミュニケーションに近い状況を想定して作成された新テスト
の出現により、小手先のテスト対策は通用せず、これまで以上に真の英語力が測られるこ
ととなった。千葉大学で実施されているレベル別（英語Ⅰ、Ⅱ、CALL 英語、中級、上級）、
目的別（学術情報、国際情報、文芸情報）の英語科目を計画的に履修し、CALL 英語や外
国語図書室で多読教材を使って自学自習するなどの、日頃の弛みない英語学習への努力が
高得点に結びつく結果になると思われる。 
 「指導法研究 2」（ワークショップ 2）では、“Extensive Reading: Why it is Important 
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and Practical Suggestions on Running a Programme”と題して、開成中学・高等学校の
多読プログラムディレクターである Daniel Stewart 氏から、レベル別多読教材（Graded 
Readers）による速読・多読の指導法、評価方法、教材管理方法について研修を受けた。
読解力養成には精読だけでなく多量のリーディング教材を楽しみながら速読する必要があ
ることから、千葉大学言語教育センターでは平成 18 年度の学長裁量経費で、英語、ドイ
ツ語、フランス語、中国語の多読教材を購入し、19 年度より学生に貸し出しを開始する。
この研修はその意味でも非常に有意義な内容であった。多読教材を多数出展し、参加者に
サンプルを提供してくださったオックスフォード大学出版の田口さんにもこの場を借りて
感謝の意を表したい。 
最後に「フォーラム」の時間帯を設け、シンポジウムの講師を囲んで、言語教育センター
の専任教員や他学部の教員、非常勤講師、一般参加者（主に高校の英語教員）による質疑
応答と授業法改善のための意見交換を行った。日頃、英語教育に携わる教員や非常勤講師
が一同に会する機会がないことから、本フォーラムにより、日頃抱えている英語教育上の
問題点などについても自由に話し合うことができ、平成 19 年度に向けて新たな気持ちで
出発する準備ができたと思われる。19 年度からあらたに 2 名の外国人教員が加わり、随時
学生からの英語学習に関する相談に応じられる体制も整った。今後もこのようなＦＤを主
眼とした研修会を開催し、外国語のカリキュラムの改善、教材（CALL 教材、読解教材、
音声教材）の開発と整備、学習環境の整備拡充により、外国語教育の一層の充実を図って
いく予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
